
























































Developing Art Act ivi t ies with 
Communicat ion at Diverse 
Society Sites 
The significance of existence of the local collaboration 




Graduate School of Comprehensive Human Sciences, University of Tsukuba 
Doctoral Program in Art and Design 
 
Keywords：Art Project／Collaboration／Communication




  This paper examines collaboration enforcers in the 
context of art activities in communication within diverse 
areas. 
   A collaboration enforcer who collaborates with an 
artist is necessary for conducting artistic programs with 
appropriate communication within diverse areas. Over 
a period of more than ten years, the writer conducted 
the art program Goblin Project that involved 
communication in a diverse area. This activity is 
described in this paper. 
   The concrete role in collaboration enforcement have 
been described in this paper from “Pediatric Goblin 
Workshop” and “Shirakawa Village Goblin Project.” The 
purpose of communication in this context were 
developed in those projects and they aided 
classification using categories. The commonalities and 
differences between the two projects were assessed, 
particularly in the role of the collaboration enforcer. This 
demonstrated how the programs were supported while 
the core collaboration enforcer gradually gained 
independence as the program continued. On the other 
hand, the differences within the actions related to the 
subject, promotion of participation, voice volumes, 
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約 160 件で、実施都道府県・海外都市数としては 1 都































3 ゴブリン P の「主な関係者」「段階」「コミュニケ
ーション」 
 





























3-2 ゴブリン Pの進行過程における段階 





図 2 「世界遺産アートプロジェクト 合掌ゴブリンをつくろ
う！！」、白川村合掌造り集落／岐阜県大野郡白川村、2015



















































開催日 2015 年 8 月 7日 
（現地準備段階＝8 月 5、6 日／屋外作品の展示期
間＝8月 10 日まで） 
※世界遺産登録20周年記念フォーラム内で記録展
「合掌ゴブリン展」を開催（2015 年 11 月 27 日）
場所 荻町多目的集落施設 ほか 
対象者 白川村の住民（子ども、大人） 






























表 2 スキー場企画の基本データ 
プロジェ
クト名 
白川郷ふるさとカルタ学 第 6講座 
白川郷の雪景色にゴブリン発見！ 
〜雪降れば 子ども喜ぶ 大人泣く〜 
開催日 
2017 年 2 月 18 日 
（現地準備段階＝2 月 16、17 日／ロビーでの簡易













 白山開山 1300 年記念の登山イベント内で「白山」と














表 3 白山企画の基本データ 
プロジェ
クト名 
白山開山 1300 周年記念アート 
白山ゴブリンをつくろう！ 













































児童や中学生の姿が見られた（表 4、表 5）。 
表 4 合掌造り企画の現地協働運営者 
表記 所属 人数 
現地協働運営者の
別 
A 氏 村役場職員 1 コア協働運営者 
B 氏 村役場職員 1 実施団体実務者 
C 氏 村役場職員 1 実施団体実務者 
D 氏 地域おこし協力隊 1 実施団体実務者 











































































































図 4（右） 《白山ゴブリン》 
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表 6 スキー場企画の現地協働運営者 
表記 所属 人数 
現地協働運営者の
別 
A 氏 村役場職員 1 実施団体実務者 
B 氏 村役場職員 1 コア協働運営者 
C 氏 村役場職員 1 実施団体実務者 
D 氏 元地域おこし協力隊 1 
現地サポートスタ
ッフ 































































D 氏 随時写真撮影〔記録〕 














 村役場職員 A 氏が、再びコア協働運営者としてアー
ティストとコミュニケーションを取りながら活動計画
を立てた。また、前回の企画でコア協働運営者であっ








重要な存在となった（表 8、表 9）。 
 






A 氏 村役場職員 1 コア協働運営者 
B 氏 村役場職員 1 コア協働運営者 
F 氏 地域おこし協力隊 1 実施団体実務者 
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4-2 プロジェクト 2：小児科ゴブリンワークショップ



























萌芽期（1〜2 年目〈2014 年 3 月頃〜2016 年 3 月頃〉）、
【2nd】展開期（3〜4 年目前半〈2016 年 4 月頃〜2017
年 8 月頃〉）、【3rd】拡大期（4 年目後半〜5 年目始
め〈2017 年 9 月頃〜2018 年 4 月〉）の 3段階に分ける
ことができた。 


















碇 等）を実施した。すると、過去の小児 WS の中で最















2014 年 3 月開始、現在も継続実施中 














    《ガムテープゴブリン》制作 


























【1st】萌芽期／小児 WS の現地協働運営者と役割 
 小児 WS の初回には、病院ボランティア A 氏がアーテ














ともあった（表 12、表 13）注 19。 
 






保育士 院内保育士 4 コア協働運営者 








































































【2nd】展開期／小児 WS の現地協働運営者と役割 
 この期間には、病棟で実施した夏まつり会場装飾へ
のアーティストによる協力が始まったため、その装飾















































































































対応をとった（表 16、表 17）。 
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A 氏 病院ボランティア 1 実施団体実務者 





































































































































































































































注 15 「病院ゴブリン博士展―ケア×アート II」（場所＝筑
波大学芸術系ギャラリー／日程＝2014 年 12月 2日〜2015










注 18 通常の小児 WS 実施時間帯には約 3 名の保育士が勤務し











































図 1、5、6 筆者撮影  
図 2、3、4 協力者撮影・提供 
表 1〜表 18 筆者作成 
4
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